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〈第 127 回〉

新型コロナは「かぜ」ではありません
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当 ☎ 22-2450

〈第 79 回〉

小児科の開業医を募集しています
■問合せ／健康課健康企画担当 ☎ 24-8181

り、肺炎や持病が悪化し不幸にも命
を落とす人もいます。「かぜ」でこの
ようなことは極めて稀であり、コロ
ナは感染力も強いため「コロナ」と
「かぜ」は違う病気と考えられます。
　コロナ流行時に「かぜ」症状を認め
た時は、症状が軽ければ登校や出勤
を控え自宅療養してください。重症
化リスクが高い人や症状が強くつら
い時は、発症後 24 時間を過ぎたら
早めに市販抗原キットや医療機関で
検査し、コロナと診断されればすぐ
に抗ウイルス薬を飲むことをお勧め
します。この薬は高額なのでご負担
になるのは心苦しいですが、ウイル
ス数を早期に減らし、症状や感染力
を早めに抑え、重症化やコロナ後遺
症も抑えることが証明されています。

　新型コロナウイルス感染症（以下コ
ロナ）は、2023年５月に５類感染症、
2024 年４月に通常対応となりまし
たが、いまだ夏と冬の年２回感染流
行を認めております。一般社会では
「コロナ」は「かぜ」になったとの意
見もありますが、医療現場ではその
実感がありません。コロナに感染し
た場合、高齢者を中心に肺炎などの
理由で入院する人はむしろ増えてお

治療薬にて高齢者の重症化を減らし、
若い人の感染力も抑えるため、コロ
ナの流行を早めに終わらせることが
期待できます。冬場の「かぜ」症状は、
コロナ以外にもインフルエンザなど
さまざまな感染症の可能性がありま
す。感染症がひどくならないために
は、ワクチンを接種すること、発症時
は検査で確実に診断し早めに治療を
受けることが重要と考えております。

【今月のドクター】
副院長兼
外科部長兼
感染対策室長
菅
かん

野
の

 博
ひろ

隆
たか

 医師

　11月１日号の内容に誤りがあり
ました。訂正してお詫びいたします。
誤：	米沢市立新病院は三友堂病院
と機能分化の上で合併し

正：	米沢市立新病院は三友堂病院
と機能分化の上で合築し

本市では今年５月、市内で新たに小児科を開業した
医師に対し、最大1,000 万円の補助金を支給する制度
を創設しました。近年、市内の診療所数は高齢化や後
継者問題により減少傾向で、特に小児科は、市内４つの
診療所のうち１つが12月末で閉院を予定しています。
　小児科医は、市民の皆さんが安心して子育てをする
ために欠かせない存在です。小児科の先生方には、本
来の診療業務の他に、乳幼児の健診や予防接種、学校
医や園医、平日夜間や休日における救急診療など、さ
まざまな公的役割も担っていただいています。
　市としては、市内の小児科医不足の解消に向けて、
今後も積極的な PR を続けていきます。市内外のお知
り合いに開業を検討している小児科医がいる場合は、
ぜひ本市の補助金制度の周知にご協力をお願いします。

■ 補助金の対象者／市内に新規に診療所を開業する者
または診療所開設者から医業の承継を受ける者（第
三者および親族間の承継を含む）で、次の①～④全
てを満たす者
①診療科は小児科であること②米沢市医師会に加入
すること③市が行う医療、保健、福祉および介護に関
する事業などに積極的に協力すること④開業または
承継後、10年以上診療を継続する見込みであること

■ 補助金額／
上限 1,000 万円（補助対象経費の３分の２以内）

■補助対象経費／
・	建物および駐車場の新設、取得、改修などに要す
る経費（土地の取得費用は除く）

　・医療機器や什器備品の購入に要する経費
　・当該診療所の運営などにかかる経費　など




